2004年度夏学期　経済１（中西徹）　2004年7月26日施行
時間60分
　【注意】１．持込み不可
　　　　　２．解答用紙の指定された解答欄に答えを書くこと。
　　　　　３．途中式は残すこと。
　　　　　４．留学生に限り、語学辞書（電子辞書を含む）の持ち込みを許可する。

【１】次の問に答えなさい。（50点：（１）～（８）各５点、（９）10点）
（１）完全競争とは何か。簡潔に説明せよ。

（２）オーストラリアでは、日本との比較において、土地の価格が他の物価と比べて低い。両国の土地市場は完全競争市場であると仮定して、理由を簡潔に述べよ。

（３）資本係数とは何か。また、経済発展とともにそれはどのような動きをするのかを簡潔に述べよ。

（４）発展途上国における人口抑制について、家族計画と子どもの数を法律で禁止する以外の方策を３つ以上挙げよ（箇条書きでよい）。

（５）James Scott が「モラル・エコノミー」論において展開した、フランスの旧植民地における農民反乱発生の理由についての仮説を簡潔に説明せよ。

（６）ハリス＝トダロ・モデルにおいて、経済全体の労働量が５００、都市の最低賃金が２００、農村の賃金が１６０であるとき、都市の失業量を求めよ。

（７）都市における賃金が農村のそれより高いのは何故か。最低賃金以外の理由を３つ挙げよ。（箇条書きでよい。答えには農村と都市の特性が表れているはず。）
（８）ルイスの無制限労働供給モデルにおいて、農村に限界生産性ゼロの労働者が豊富に存在しており、企業が利潤再投資を行ったにもかかわらず、都市の雇用が伸びなかった。何故だろうか。図で表し、簡単に説明せよ。
（ヒント：かつて東南アジアに進出した日本企業に対する批判の中でも議論されたことがある。）
（９）授業では扱わなかったが、労働を増大させていくと当初は収穫逓増する部分がある生産関数を仮定すると、マルサス的な古典派低水準均衡はどのように訂正されるかを図示し、簡潔に説明せよ。

【２】次の問に答えなさい。（30点）
　ある地主が、労働Ｌ（０≦Ｌ≦60）を雇用し、農産物（ｙ）を次の生産関数の下で生産しているものとする。
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Ｌ２＋50Ｌ
労働市場と生産物市場は完全競争であり、市場賃金を10、農産物価格を１、小作人を監督する費用はゼロとして、以下の問に答えなさい。

（１）賃金労働制度の下での最適な雇用労働量を求めよ。（10点）

（２）定額借地制度下で地主が設定し得る定額借地料の最大値を求めよ。（10点）

（３）分益小作制度において、地主にとって最適な分益小作率を求めよ。ただし、分益小作率は、（地主取り分）：（小作人取り分）で示しなさい。（10点）

【３】次の問に答えなさい。（各10点・20点）
　多数の生産者と多数の労働者からなる農村経済を考える。いま、労働市場における労働供給関数と産業全体の生産関数が次のように与えられている。

市場労働供給関数　　ｗ＝Ｎ＋10
産業全体の生産関数　ｙ＝－[image: image2.jpg]N



Ｎ２＋40Ｎ
　ただし、ｗは市場賃金、Ｎは市場の全労働量であり、０≦Ｎ≦80。

（１）多数の生産者に含まれる零細企業Ａの生産関数が
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Ｌ２＋60Ｌ
であるとき、この企業の最適な雇用労働量を求めなさい。
　ただし、ｙはこの企業Ａの生産量であり、Ａの経済活動が市場に与える影響は皆無である。また、ＬはＮよりも十分に小さい一企業における雇用労働であり（０≦Ｌ≦60）、Ｎとは単位が異なる。

（２）ここで、巨大企業Ｂがこの市場に参入し、市場に供給される労働を全て独占したとき、この企業にとっての最適な賃金を求めなさい。
　ただし、Ｂの生産関数は産業全体の生産関数になり、雇用労働には全て同一の賃金を支払うものとする。

